
青井地区 “まちをはぐくむ”座談会のご提案について
これまでよりも使い勝手がよく、気持ちよく暮らせるまちに成長するために、地域でできることを話し合ってみませんか？

はじめに 青井地区における”まちをはぐくむ”展開例

1

青井阿蘇神社のライト
アップを周辺商店街へ
拡大(人吉温泉観光協会
HP)

道路を一時的に歩行者天国に
した朝市や戸板市(輪島の朝
市©石川県観光連盟)

公園に芝生スペースやカ
フェを設置し民間が管理
(他都市例：大阪市天王
寺公園)

ハード施策にあわせた展開例

国道445号拡幅等
スムーズな避難ができ
る改良

避難補助的な道路整備

青井阿蘇神社前に広め
のスペース確保（見物
客が集まる場所が少な
い。参拝者も通りにく
そう。）

川の近くに子どもが遊
べる公園があればと思
う。

ハード施策

「門前町」のイ
メージで統一して
はどうか。

青井阿蘇神社から
球磨川が見えるよ
う、眺望を妨げな
い工夫が必要。

国道445号周辺の
景観を壊さないと
ころでは、避難可
能な高い建物があ
る町並みが良いの
ではないか。

スペースがあれば
色々なイベントがで
きる。自由に使える
ようであればうれし
い。

「人吉温泉女将の
会」では、10年以
上前から浴衣での
散策という発想が
あった。

椅子があれば高齢者
も含めて腰かけて話
ができる。憩いの場
所になる。

国道445号が広くな
れば「戸板市」のよ
うな催しがしやすく
なる。

賑わい

避難

高齢者はまず下青井会
館に集まり、そこから
車で球磨工業高校へ避
難するようにしていた。

学校や PTA と協力し、
子どもたちも一緒に避
難訓練に参加すること
が自然なまちにしてい
きたい。

地域コミュニティ

復興まちづくり計画策定時に、地域の皆様からお寄せいただいたご意見
（まちを“はぐくむ”キーワードの一例）

まもなく、
復興まちづくり事業が本格化
（区画整理、国道・公園整備等）

①住みたい
②働きたい
③訪れて楽しみたい

青井地区が、これまでより
も使い勝手がよく、気持ち
よく暮らせるまちに成⾧

皆様による建物の建て替え
のはじまり

あわせて、
まちをはぐくむ取組をスタート

地域の皆さんと
一緒に、できる
ことを話し合っ
てみませんか？

まちを
はぐくむ

街並み

賑わい創出にあわせた展開例

自治会で公園の使い方や
維持管理の方法を議論
（さいたま市）

学生参加の駅前広場デザ
インコンペを開催
（千葉県山武市）

街路灯や舗装材のデザイ
ンを現物を見て比較検討
（菊池市）

街並み形成にあわせた展開例

建築設備等の目隠し

屋根の形状や色彩の統一
青井阿蘇神社周辺の眺望の保全

地域コミュニティ育成にあわせた展開例

公民館を使った寄り
合いラウンジ（千葉
県柏市）

ボランティアによるゴ
ミ拾いや植栽の手入れ
(神奈川県大和市)

地区のゴミ出しの
ルール

子どもの見守りや
声がけ

建築物の用途の制限

避難対策にあわせた展開例

地元高校生による
ベンチ制作
（南九州市）

自治会単位での
高台への避難訓練
（鎌倉市⾧谷地区） 避難ビルの募集（鹿児島市）

ここに記載したものは、あくまで一例です。
これまでの話し合いで出てきたキーワードを材
料に、“まちをはぐくむために、地域でできる
こと”を探してみませんか？

資料２


